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基本領域学会：日本麻酔科学会 
責任医療機関：杏林大学医学部付属病院 
プログラム統括責任者：萬 知子 
募集人数：1~2 名 
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日本専門医機構のホームページより申請してください。 
https://jmsb.or.jp/senkoi#an02 

 
コース概要 
 本プログラムは、麻酔科領域の専門的な臨床能力、そして専門領域における臨床・基礎
医学研究を遂行する能力の両方の習得を目指す専攻医向けのプログラムである。研修４年
目に麻酔科専門医の取得、6 年目に学位の取得、そして研修期間内（7 年間）に S.C.I 
（Science Citation Index）のついた英文雑誌において First author として 2 本以上 
の論文発表を行うことを目標とする。 
 研修開始後の 2 年間は、麻酔科専門医を取得する上で必要な知識・技術を、麻酔科指導
医の元で臨床業務を行いながら修練する（臨床フェーズ）。3 年目以降は、杏林大学医学部
大学院（社会人大学院も可）に進学し、臨床および基礎医学研究を指導医の元で行う（研
究フェーズ）。この研究フェーズでは、麻酔科専門医取得に必要な能力。技術を維持する
為に、臨床業務を行いながら研究に従事することになるが、あくまでも研究が主であり、
研究業務のエフォートが 50%以上となるように業務内容を配分する。 
 
研修内容 
臨床フェーズ 
 臨床フェーズの 2 年間は基本的に杏林大学医学部付属病院麻酔科学教室で臨床研修を行
う。本施設は年間約 7000 件の麻酔管理症例があり、またロボット補助下腹腔鏡出術や循
環器血管内治療（TAVI、TEVER など）といった先進医療の麻酔管理を経験できる為、麻
酔科専門医として必要な技術および知識を一つの施設で研修することが可能である。20 名
以上の麻酔科指導医、専門医が在籍しており指導体制においても必要十分である。 
 具体的な業務内容は、基本的に手術室における麻酔業務が中心となり、指導医の元で麻
酔管理に従事する。週 4.5 日は杏林大学医学部付属病院で勤務し、週 1 日は関連病院での
勤務となる。夜勤は月 4 日程度で、杏林大学医学部付属病院の就労規定に従った勤務予定
となる。 
 



研究フェーズ 
 研究フェーズでは、基本的に杏林大学医学部大学院に進学したうえで研究を行う（社会
人大学院も可）。麻酔および集中治療領域に関する研究テーマを定め、指導医の元で医学
研究に必要な知識・技術の習得を目指す。エフォートの 50%以上が研究業務になるように
勤務調整を行う。具体的には、週 3 日は研究業務、週 2.5 日は臨床業務程度の配分とな
る。詳細な勤務については、専攻医の希望にそった上で指導医と相談の上決定していく。 
 研究を遂行する体制についてであるが、当教室からは毎年数名の大学院入学者および学
位取得者を輩出しており、また毎年 5~10 本の S.C.I のついた英文雑誌への報告を行って
いる。また、施設面でも、杏林大学は医学研究を遂行する上で必要な実験機器はほぼすべ
て整備されており、申請を行えばいつでも使用することが可能である。また、麻酔科学教
室としても実験室、動物実験室を含めて多くの実験機器を保持しており、研究を行う環境
は十分である。以上より、医学研究に対する教育を行う体制は十分整えられている。 
 
研修期間中の専攻医の待遇 

臨床フェーズ：杏林大学医学部後期研修医 
研究フェーズ 
 大学院：杏林大学大学院生 
 社会人大学院：杏林大学医学部麻酔科学教室医員 

（社会人大学院生では、杏林大学医学部後期研修医あるいは任期制助教の給与、社会
保険の補償あり） 

 
杏林大学医学部麻酔科学教室の実績 
専門医取得者 
 2018 年  3 名  

2019 年 1 名 
 2020 年 2 名 
 
学位取得者 
 2019 年 1 名 
 2020 年 1 名 
 2021 年 2 名見込み 
 
研究実績 
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問い合わせ先 

中澤春政（杏林大学医学部付属病院麻酔科専門研修プログラム担当者） 
Email: hal0413@ks.kyorin-u.ac.jp 


